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１ 研究の背景と目的 

今日の学校教育では，学ぶことや働くこと，生き

ることの尊さを実感させる具体的な実践の場とし

て，職場体験が実施されている。文部科学省は2005

年から職場体験の実施を推進しはじめ，2017年度の

公立中学校における職場体験の実施状況は，98.6％

に上っている（国立教育政策研究所，2019）。 

 職場体験後に行われる事後指導については，文部

科学省が2005年に出した「中学校職場体験ガイド」

の「第３章（６）事後指導の充実」において目的が

まとめられている。「職場体験の質的向上，体験の深

化・共有化，日常的な学習活動への意欲の向上等を

進めていくためにも，保護者や事業所への報告会等

各学校で創意ある事後指導のプログラムを設定して

いくことが必要である。」と示されている。 

 この「職場体験ガイド」を参考に，文部科学省が

2011年に出した「中学校キャリア教育の手引き」で

は，事前指導や事後指導の重要性を示している。特

に，事後指導の内容としては，作成した礼状や報告

書を持参しての事後訪問，進路指導に向けた課題目

標の提示などの内容が示されている。 

 しかし，こうした形の事後指導では以下の２点の

課題が残ると考えられる。 

①職場体験を含むキャリア教育のプログラムが

教科学習とは独立して存在しており，キャリア教育

                                                   
1 ライフキャリア…人の生涯の経歴全般を総称したキャリアの呼

での学びと日々の教科学習がつながっていない。 

②職場体験の事後指導のプログラムが体験の振

りかえりにとどまっており，現在の学校での学習や

生活の動機づけや未来の自分のライフキャリアにつ

いてのプランを想像することにつながりにくい。1つ

まり，基礎的・汎用的能力で示されたキャリアプラ

ンニング能力の育成につなげるにはこの２点の工夫

が必要だと考えた。 

そこで，本研究チームでは，「①教科学習で身につ

けられる力が，日常生活や働くことに生かされてい

ると実感すること」，「②今の自己の姿を分析し，未

来のライフキャリアのイメージや行動目標を描くこ

と」の２つの要素を職場体験の事後指導に組み込ん

だプログラムの実践を行った。 

 

２ 研究仮説 

(1)教科学習で身につけられる力と「日常生活」・「働

くこと」とのつながりの実感 

 各教科で身につけられる力と，「日常生活」・「働く

こと」との関連性を実感できるように，教科横断的

授業を行った。教科に分かれてポスターセッション

を行い，各教科で身につく力について学習し，その

後，各教科で学んできたことを班でまとめる活動を

通して，視覚的に「日常生活」・「働くこと」との関

連性を理解させた。この学習を経ることで，生徒た

称。職業に関する経歴部分のみを取り出した「ビジネスキャリア」

と対比して用いられる。（厚生労働省，2002） 
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ちが日々の教科学習が自身の将来につながっている

ことを実感し，より積極的に教科学習に取り組める

ようになることを理想とした。 

 

(2)ライフキャリアプランのイメージ 

 生徒が職業体験において「働くこと」の本質を知

るのみならず，将来のキャリアプランも視野に入れ

られるよう，職場体験でインタビューを行った。   

インタビュー結果を共有し様々な生き方を知る

ことや，自分を見つめなおす活動をもとに，5～15年

後の自身の姿を想像したキャリアプランを作成させ

た。また，このプランも仲間と共有させることで自

己理解を促し，他者が思う自己の姿を受け取ること

や，他者の構想から自己のキャリアプランを再考す

る。この学習を経ることで，生徒たちが自身の理想

像をより具体的に形成し，今と未来を生きていくよ

うになることを理想とした。 

 

３ 研究実践内容 

(1) 研究対象学校 

O県 S中学校 2年生 

 

(2) 実施内容 

9月 27日に自己紹介をし,表 1（省略）の研究実践

以外に前後で計 6回の放課後学習支援を行い，生徒・

教員とのかかわりを深めた。 

 

（表１ 省略） 

 

４ 結果・考察 

本プログラムの結果については，授業中のワーク

シート2部（教科の学びと「日常生活」・「働くこと」

のつながりを可視化するワークシート，ジブン・イ

マ・ミライシート）と授業後に行った本プログラム

全体のアンケートを分析媒体とした。作成したアン

ケートは表２である（表２省略）。このアンケートに

ついては，青木（2012)の研究である「カンザス州カ

ウンセリングプログラムのモデルとガイドライン」

を基にした。質問項目の内容的妥当性については数

回にわたり青木と筆者らで協議を重ね，作成した。

計11項目における質問項目については，「職場体験効

果」，「授業実践効果」，「ダミー項目」の3つを設定し，

4件法により，回答を求めた。 

 

（表２ 省略） 

 

(1)「授業実践効果」に関する量的調査 

①教科学習についてのアンケート結果 

教科横断的な視点で，各教科で身につけられる力

と「働くこと」・「日常生活」との関連性について

生徒はどのように捉えたかを測定するための項目と

して，表２の(9)「以前より，「今の学習が，仕事に

もつながっている」と感じるようになった。」，（10） 

「以前より，「今の学習が，日常生活にも生きてい

る」と感じるようになった。」を設定した。 

結果はダミー項目に比べ，高まった。 

 

②ライフキャリアについてのアンケート結果 

仕事だけでなく，趣味や家庭などのキャリア形成

を行うライフキャリアについて，生徒はどのように

とらえたかを測定するための項目として，「（3）以前

より，「人生の将来のプランを立てることは重要なこ

とだ」と思うようになった。」，「（4）以前より，「今，

何を頑張ったらよいか」について考えるようになっ

た。」，「（5）以前より，「自分の将来の姿と仕事との

関係」について考えるようになった。」，「（9）以前よ

り，「今の学習が，仕事にもつながっている」と感じ

るようになった。」，「（10）以前より，「今の学習が日

常生活にも生きている」と感じるようになった。」を

設定した。結果はダミー項目に比べ，高まった。 

 

(2) ワークシートに関する質的調査 

①教科学習についてのワークシート 

この調査では，事後指導①で取り扱ったワーク

シートのアンケート項目を分析対象とした。アン

ケートでは，「大人になった時，教科で身につく力

がどのような場面で必要だと考えますか？」，「感

じたこと，考えたこと，気になったことなどを自由

に書いてみよう」という質問を行った。分析方法は，

2 つの質問の回答を分析するにあたり，個人の主観

や恣意的な選択が反映されにくくなるよう，KJ法を

用いて 4名で行った。調査対象である S中学校生徒

の回答数は 86である。 

はじめに，1 つ目の質問の対する回答において，

学びや身につけられる力と具体的な場面（「働くこ

と」・「日常生活」）を関連付け記述しているかと

いう観点のもと，分析を行った（表３）。 

 

表３ 生徒による設問回答の分析 ※無回答者 1名 

【学び・力と場面】37 【場面】        26 

【学び・力】   14 【両方に関する回答無し】8 

 

具体的には，「理科や社会や数学もいろんな見方

をする時大切だと思った。英語の「コミュニケーショ 

ン能力」はサービス業などのお客さんと話したりす

るときに必要だと思った。」などと【学び・力と場
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面】に関する回答が最も多かった。このことから，

事後指導①を通じて，教科で学んだことと場面（「働

くこと」・「日常生活」）と関連付けて考察するこ

とができていたことがうかがえる。  

次に，自由記述に関する分析・調査において，回

答の項目分析を行った。最も顕著に見られた回答と

しては「これからの意欲や願望」に関する回答で今

後の勉学や将来のために努力をしようとするという

回答があった。その他は「学びの必要性の認知」，

「関係性やつながり」，「義務」，「具体的な将来

のイメージ」に関する質問もあった。 

しかしながら，中には実践した授業や教科での学

びにおける「違和感」を主張する回答があった。学

習を通じて獲得する力や習得する学びの必要性を

疑っており，将来を見据えた授業を実施する際は，

教科学習を通じて学んだことが本当に活かされてい

ることを，生徒に対し，実証する必要がある。 

 

② ライフキャリアのワークシート 

 

（図 1 省略） 

 

このワークシートを用いた授業のねらいは，以下

の二点にある。 

 

（a）生徒が自己理解に基づく未来の姿をイメージで

きるようになること 

（b）生徒が将来構想に基づいた行動目標を設定でき

るようになること 

 

(a)未来のイメージについて 

 

（省略） 

 

(b)行動目標の設定について 

   

（省略） 

 

５ まとめ 

本実践を踏まえて，キャリア教育の専門性だけで

なく，それぞれのメンバーがもつ各教科での専門性

を活かして，授業実践を行えたことが成果であると

考える。キャリア教育は，多様な形で教育実践が行

われてきている。キャリア教育の専門的な知見を得

るとともに，自分たちの研究領域でキャリア教育を

活かしていくことが実践において大切であると考え

る。今回，グループ研究という形をとることで，各

教科での専門性を活かすことができたのは言うまで

もない。 

 今後も，キャリア教育の視点を持ちつつ，各々の

研究や授業実践を深めていきたい。 
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附記 

この報告書は，学会等での発表を予定している。学術的な

研究発表は，未発表のものを発表する必要があるため，ここ

では結果を省略した形で概要だけを掲載した。 

 


